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会議の名称  日向市公共施設等総合管理計画策定市民検討委員会（第４回） 

開 催 日 時 平成２８年８月９日（火）１０時００分から１０時４０分まで 

開 催 場 所 日向市庁舎 第４委員会室 

出 席 者 

【委員】 
釘宮昌平（公募委員）、川畑孝博（公募委員）、沖田實美（日向市区長公民館長連合

会会長）、椎葉哲男（日向市ＰＴＡ協議会会長）、黒木一彦（日向市社会福祉協議会

常務理事兼事務局長）、山本達雄（日向市観光協会事務局長）、中西八千代（日向市

男女共同参画社会づくり推進ルーム協議会運営委員） 
※ 上記委員のうち 2名（Ｅ委員、Ｆ委員）が都合により欠席。 
【事務局】 
日高章司（財政課長）、押川克久（財政課資産経営係長）、中原友美（財政課資産経

営係） 

議 題 会議資料「会議レジュメ」のとおり 

会議資料の名称 
及び内容 

１ 会議レジュメ（会次第） 
２ 会議資料 
「日向市公共施設等総合管理計画」策定に関する検討結果報告書（案） 

３ 別紙資料（第３回会議録） 

記 録 方 法 □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

会議内容 

１ 開会 

２ 議事 

（１）検討委員会報告書（案）について 

   議事について、事務局から検討結果報告書（案）の内容説明。主な質疑、意見等は次のとおり。 
（委員長）これが最終案ということで、皆さんのご承認をいただく前に、ご意見等がありましたらお願

いします。 

（Ａ委員）検討結果報告書と公共施設等総合管理計画（以下「総合管理計画」という）との関係はどの

ようになるのでしょうか。 

（事務局）検討結果報告書の文章が、そのまま総合管理計画に引き継がれるという形ではなく、報告書

の視点を計画に盛り込んでいくことになります。 

（Ａ委員）総合管理計画の施設分類ごとの部分についても、検討委員会での意見を盛り込んで策定され

ていくという理解でよいでしょうか。 

（事務局）これまでの皆さんのご意見や検討結果報告書の内容を踏まえ、庁内の推進会議での意見を盛

り込み、パブリックコメントを行って策定していきたいと考えております。 

（Ｂ委員）検討結果報告書は、市民へ公表されるのでしょうか。 

（事務局）最終的には市のホームページ等で公表する予定です。 

 

会 議 録 
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（Ｂ委員）ホームページ等で公表するのであれば、より市民に理解しやすい言葉の表現が大切だと思い

ます。例えば「高齢化の進行に伴う社会保障費の増加」という表現ですが、私たちもそれは承

知していますし、これを抑制しなければならないのも分かります。社会保障費の過剰な部分が

あれば抑制する必要があることを強調しながら、市民にご理解いただけるような表現をお願い

します。また、公共施設の保有量の最適化のために「厳しい」目標を設定という表現ですが、

市民から見ると非常につらいイメージがありますので、「最適な」「適正な」という表現はどう

でしょうか。 

（委員長）報告書の内容というより、言葉の表現を検討していただきたいということですね。 

（Ｂ委員）私も市民の代表としてこの会議に出て、意見を述べさせていただいています。公共施設の統

合・廃止等の取り組みの中の「全ての市民との情報の共有とともに、利用者・関係住民との十

分な議論が必要」という表現は、とてもうれしく思います。 

（事務局）表現につきましては、市民に伝わりやすいよう考えさせていただきたいと思います。 

（Ａ委員）「高齢化の進行に伴う社会保障費の増加を抑制するため、健康づくりや元気な高齢者づくり

に関する事業の推進」という表現ですが、「健康づくりや元気な高齢者づくりに関する事業の

推進によって、社会保障費の増加を抑制する」といった表現のほうがよいのではないかと感じ

ます。また、総合管理計画を策定していく過程で、政策を作る側である行政と議会との関係性

はどのようになっているのでしょうか。 

（事務局）今、議会では公共施設マネジメントの特別委員会が設置されています。マネジメントの推進

状況につきましては、特別委員会から意見を求められる場で随時説明を行っております。また、

公共施設カルテの中で、利用率の低い施設について、特別委員会の現地視察も行われておりま

す。６月議会の一般質問においても、公共施設マネジメントに関する質問が多く出ておりまし

たので、議員の方々の公共施設に対する意識も高まってきているのではないかと思います。 

（Ａ委員）了解しました。 

（Ｃ委員）学校施設についてなのですが、約４０年前、児童数の増加により、日知屋小学校から日知屋

東小学校、財光寺小学校から財光寺南小学校が分かれてできました。今では当時と状況が変わ

り、児童数が年々減少しており、いずれ学校の統廃合等も考えなければならない時期が来ると

思います。また、それにより使われなくなる校舎をどうしていくか、今から将来を見据えた施

策が重要だと思います。一方で、学校を「地域コミュニティの核」として捉えると、廃校にす

ることの難しさも感じました。 

（委員長）これにつきましては、Ｃ委員のご意見としてお受けするということでよろしいでしょうか。

それでは、他にご意見等はありませんか。 

（Ｄ委員）意見は、ほぼ取り入れていただきましたので、これでよろしいと思います。「厳しい」目標

という表現ですが、私は「適正な」という表現のほうがよいのではないかと思います。 

（委員長）Ｂ委員からも表現についてご意見がありましたが、この件につきましては、私と事務局に一

任させていただくということでよろしいでしょうか。 

（全委員）はい。 

（委員長）それでは、この案をご承認いただける方は挙手をお願いします。 

（全委員、挙手） 

（委員長）ありがとうございます。それでは、全員承認ということでよろしくお願いします。 

では、議事（１）についてはこれで終了します。 
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（２）その他 

事務局から、検討結果報告書の今後の取り扱いと総合管理計画の策定スケジュ－ルについて説

明。 

① 検討結果報告書 
今回（第４回）会議における修正事項等は、委員長と事務局にて調整を行い、その後、委員

長から市長へ報告書を提出する。 
※ 検討委員会としての会議は今回（第４回）の会議をもって終了とし、報告書の最終版は、

市ホームページにて公表するとともに、各委員へ郵送する。 
 

② 日向市公共施設等総合管理計画 
これまでの検討委員会での議論と検討結果報告書の内容を踏まえ、庁内の公共施設マネジメ

ント推進会議、パブリックコメントを実施し、最終の素案を作成する。最終的には政策会議に

おいて決定をしていく。 
※ 日向市公共施設等総合管理計画の最終版は改めて各委員へ郵送する。 

 

事務局（財政課長）より、委員の皆様へのあいさつ。 

 

（委員長）それでは、これをもちまして「日向市公共施設等総合管理計画策定市民検討委員会」を終了

します。 

 
 


